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ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
と
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
に
関
す
る
批
判
的
一
考
察

-
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
文
脈
で
考
え
る
　
-

大
　
井
　
由
　
紀

r
　
問
題
の
所
在
　
-
　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
市
民
社
会
へ
の
問
い
　
-

近
年
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
の
政
治
的
活
動
と
そ
の

(
-
)

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
貢
献
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
政
治
的
能

力
へ
の
懐
疑
が
深
ま
る
に
つ
れ
'
社
会
問
題
の
解
決
や
正
義
に
か

な
っ
た
政
治
の
た
め
に
へ
　
リ
バ
タ
リ
ア
ン
へ
　
コ
-
ユ
ニ
タ
-
ア
ン
へ

ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
'
国
家
制
度
へ
依
存
し
な
い

(
2
)

形
で
の
市
民
社
会
の
確
立
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
地
雷
禁
止

国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
へ
　
よ
り
最
近
で
は

^
H
O
(
世
界
貿
易
機
関
)
　
へ
の
抗
議
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
反
グ

ロ
ー
バ
-
ズ
ム
運
動
な
ど
'
市
民
の
越
境
的
な
政
治
活
動
は
自
覚
し

(
3
)-
'
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
言
及
さ
れ
る

(
4
)

傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
世
界
各
地
で
行
わ
れ
た
反
戦
デ

モ
に
も
関
わ
ら
ず
'
市
民
社
会
が
規
範
と
し
て
掲
げ
て
き
た
　
「
人

権
」
が
意
図
せ
ざ
る
形
で
根
拠
と
さ
れ
、
開
始
さ
れ
た
イ
ラ
ク
戦
争

は
'
市
民
社
会
の
政
治
的
可
能
性
に
対
し
'
ま
た
市
民
社
会
が
寄
与

し
て
き
た
と
さ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
　
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
　
に
対
し
'
根

本
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
た
と
い
え
る
。

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
が
人
権
を
掲
げ
へ
　
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
深
化
さ
せ
る
過
程
を
理
論
化
し
た
議
論
(
後
述
)
　
で
は
'
戦

争
な
ど
の
国
家
暴
力
の
正
当
化
に
人
権
が
利
用
さ
れ
る
点
に
つ
い
て

十
分
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
注
目
し
'
こ
れ
が

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
の
関

(
5
)

係
に
対
し
て
も
つ
含
意
を
考
察
す
る
。
国
家
暴
力
の
観
点
に
立
っ
て

初
め
て
可
視
化
さ
れ
る
、
人
権
が
内
包
す
る
問
題
を
明
確
に
し
へ
　
こ

の
視
座
か
ら
人
権
レ
ジ
ー
ム
を
基
盤
と
す
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
市
民
社
会
が
抱
え
る
問
題
点
を
逆
照
射
す
る
事
で
も
　
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
深
化
へ
貢
献
し
て
き
た
と
さ
れ
る
点
を
遡
及
的
に
再
考
す
る

事
が
こ
の
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
　
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
へ
の
今
日
的
関
心

冷
戦
後
へ
　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
深
化
さ
せ
る
要
因
と
し
て
市
民
社
会

21 hr)



(Ill)研究ノ-卜

が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
民
主
化
と
い
う
課
題
を
担
っ
た
中
・
東
欧
知

:
c
s
的

識
人
ら
に
よ
っ
て
西
側
社
会
の
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
た
事
へ
第
一

世
界
に
よ
る
第
三
世
界
の
開
発
戦
略
の
失
敗
が
明
白
に
な
る
に
つ
れ
'

国
家
機
関
が
信
頼
を
失
い
、
よ
り
柔
軟
に
活
動
で
き
る
N
G
O
の
活

(
7
)

躍
が
顕
著
に
な
っ
た
事
な
ど
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
研
究
が

進
む
中
へ
　
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

冷
戦
時
代
で
す
ら
東
/
西
・
南
/
北
の
境
界
線
を
越
え
て
活
動
し
て

い
た
点
が
注
目
を
浴
び
、
そ
の
要
因
と
し
て
「
人
権
レ
ジ
ー
ム
」
と

称
さ
れ
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
形
成
さ
れ
た
人
権
条
約
を
基
盤
と

す
る
規
範
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
権
レ
ジ
ー
ム
を
自
身
の
正

当
性
の
源
泉
と
し
へ
市
民
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
鉄
の
カ
ー
テ
ン

を
超
え
て
-
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
活
動
を
広
げ
、
冷
戦
終
結
の
立

<
r
e
,
}

役
者
の
一
つ
と
し
て
分
析
さ
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
　
F
a
l
k
は

人
権
レ
ジ
ー
ム
の
重
要
性
が
増
し
た
事
は
「
こ
の
半
世
紀
の
発
展
の

中
で
最
も
目
覚
し
い
事
の
l
つ
」
　
で
あ
り
'
「
国
家
-
社
会
関
係
の

t
a
,

民
主
化
が
進
行
し
て
い
る
一
側
面
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
へ
-
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
形
成
・
人
権

レ
ジ
ー
ム
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
は
不
可
分
な
関
係
と
し
て
理
解

さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
近
年
に
至
っ
て
は
'
反
W
T
O
運
動
な
ど
、

国
家
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
る
い
は
協
力
者
、
ま
た
は
市
場
原
理
に
対

抗
す
る
政
治
的
場
を
作
り
出
す
ア
ク
タ
ー
と
し
て
'
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

(S)

の
観
点
か
ら
市
民
社
会
は
積
極
的
な
意
味
付
け
が
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
'
大
規
模
な
反
戦
運
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
C
3

ン
、
イ
ラ
ク
で
の
戦
争
は
、
「
下
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

(
2
)

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
グ
ロ
ー
バ
-
ゼ
-
シ
ョ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
越

境
す
る
市
民
運
動
の
　
「
無
力
さ
」
を
奇
し
く
も
露
呈
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
タ
-
バ
ー
ン
の
暴
力
を
伴
う
統
治
と
女
性
差
別

な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
'
人
権
規
範
が
'
「
対
テ
ロ
戦
争
」
　
の
正
当

化
の
理
由
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
軍
事
的
介
入

に
つ
い
て
へ
　
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
形
成
・
人
権
レ

ジ
ー
ム
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
関
係
性
を
論
じ
た
議
論
で
は
'
国
家
に

よ
る
人
道
的
介
入
の
基
準
を
め
ぐ
る
形
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
人
権
レ
ジ
ー
ム
が
内
包
す
る
問
題
が
、
-
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
市
民
社
会
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
深
化
の
関
係
に
と
り
、
ど
の
よ
う
な

含
意
が
あ
る
の
か
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
以
下
本
稿
で
は
'
人
権

レ
ジ
ー
ム
の
問
題
点
か
ら
'
市
民
社
会
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
に

寄
与
し
て
き
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
再
考
す
る
。
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(
2
)

(
1
)
　
市
民
社
会
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
と
人
権
　
-
　
権
力
の

規
範
と
規
範
の
カ
　
ー

ま
ず
へ
本
稿
で
批
判
的
に
検
討
す
る
人
権
レ
ジ
ー
ム
・
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
形
成
・
デ
モ
ク
ラ
シ
I
深
化
の
関
係
性
に

つ
い
て
へ
　
(
i
)
　
歴
史
的
な
経
緯
と
　
(
‥
止
)
　
理
論
に
つ
い
て
整
理
し

て
お
き
た
い
。

(
i
)
　
戦
後
の
人
権
レ
ジ
ー
ム
形
成

(
2
3

第
二
次
世
界
大
戦
前
に
も
人
権
条
約
は
存
在
し
た
が
へ
　
戦
後
と
性

質
が
異
な
る
事
に
注
意
し
た
い
。
そ
の
相
違
は
国
民
国
家
と
人
権
条

約
の
関
係
か
ら
二
点
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
l
　
つ
に
は
'
戦
前
存
在
し

た
人
権
規
約
や
人
権
宣
言
は
'
~
国
民
国
家
や
地
域
が
保
証
す
る
も
の

で
あ
り
'
主
に
憲
法
の
中
で
国
民
の
権
利
と
し
て
'
国
民
の
義
務
の

遂
行
を
条
件
に
保
証
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
'
現
在
の
人
権
の

保
証
人
は
国
連
で
あ
る
。
二
点
目
と
し
て
、
戦
前
は
適
用
に
際
し
て

国
際
法
よ
り
国
内
法
が
優
先
さ
れ
た
一
方
へ
　
戦
後
は
国
民
国
家
を
超

え
た
場
へ
　
国
連
で
正
当
性
が
担
保
さ
れ
、
か
つ
適
用
に
際
し
て
は
国

際
法
が
国
内
法
に
優
先
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
転
換
は
'
人
道

的
価
値
を
擁
護
す
る
国
際
法
が
国
内
法
と
矛
盾
す
る
場
合
へ
　
個
人
は

国
際
法
を
優
先
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判

(Si

と
東
京
裁
判
の
歴
史
的
判
断
の
結
果
で
あ
る
。
国
内
法
規
に
従
っ
た

行
為
で
あ
っ
て
も
も
　
国
際
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
裁
-
事
が

可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
契
機
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
を
防
ぐ
事
が
で

き
な
か
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
-
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

猛
省
か
ら
'
人
権
を
保
証
す
る
場
は
国
民
国
家
か
ら
国
連
へ
と
委
譲

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
戦
後
の
人
権
の
歴
史
は
'
世
界
人
権
宣
言
へ

こ
れ
を
条
約
化
し
た
国
際
人
権
規
約
な
ど
数
多
く
の
条
約
・
宣
言
か

ら
成
り
へ
　
冷
戦
終
結
後
は
特
に
そ
の
政
治
的
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

国
連
中
心
に
人
権
条
約
・
宣
言
が
作
ら
れ
る
一
方
へ
　
N
G
O
も
レ

・
i
s
I
ム
形
成
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
l
九
七
〇
年
代
か

ら
始
ま
っ
た
環
境
へ
女
性
へ
子
ど
も
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
を

議
論
す
る
国
連
主
催
の
国
際
会
議
で
は
'
並
行
す
る
形
で
N
G
O

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
N
G
O
の
こ
う
し
た
参
加
を
正
当
化

し
た
の
は
'
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
が
有
す
る
政
府
側

(
2
)

よ
り
優
れ
た
専
門
知
識
と
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
N
G
O

の
国
内
で
の
活
動
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

成
す
る
結
び
目
の
一
つ
で
あ
り
'
国
際
会
議
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
繋
が
り
を
調
整
・
確
認
す
る
場
と
し
て
意
味
付
け
さ
れ
た
。
人

権
レ
ジ
ー
ム
の
最
近
の
展
開
と
し
て
は
、
ウ
ィ
ー
ン
人
権
会
議
　
(
第

蝣・蝣>( )・->



(113)研究ノート

r
a

二
回
世
界
人
権
会
議
へ
一
九
九
三
年
)
　
で
の
国
連
人
権
弁
務
官
の
設

置
勧
告
へ
一
九
九
八
年
ウ
ィ
ー
ン
・
プ
ラ
ス
5
な
ど
が
あ
る
。
弁
務

官
設
置
構
想
は
国
連
創
設
以
来
あ
っ
た
が
、
社
会
主
義
国
や
発
展
途

上
国
の
反
対
に
よ
り
へ
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
二
一
世
紀

を
目
前
に
控
え
て
再
び
会
議
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
な
っ
た
背
景
に
は
冷

戦
終
結
が
あ
る
。
弁
務
官
設
置
に
向
け
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
最
初

に
と
っ
た
の
は
z
;
o
o
　
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

だ
っ
た
が
'
冷
戦
終
結
の
一
要
因
と
し
て
も
も
　
ソ
連
(
当
時
)
を
含

む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
締
結
し
た
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
安
全
保
障
及
び
協

力
会
議
最
終
議
定
書
(
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
)
」
を
契
機
と
し
た

(
2
)

N
G
O
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
ヘ

ル
シ
ン
キ
宣
言
に
人
権
条
項
が
入
っ
た
事
は
、
東
欧
諸
国
で
弾
圧
さ

れ
て
き
た
反
体
制
運
動
家
に
運
動
を
正
当
化
す
る
機
会
を
与
え
、
西

側
諸
国
の
N
G
O
に
は
東
側
の
人
権
抑
圧
へ
の
抗
議
、
人
権
規
範
を

理
由
に
東
側
の
運
動
家
を
支
援
す
る
な
ど
へ
内
政
干
渉
の
機
会
を
与

え
た
。
こ
う
し
た
、
ベ
ル
-
ン
の
壁
崩
壊
の
一
要
因
と
さ
れ
る
東
西

を
越
え
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
の
も
'
や
は
り
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
だ
っ
た
。

(
‥
n
)
　
人
権
レ
ジ
ー
ム
に
よ
る
市
民
社
会
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
化
と
民
主
化
　
-
　
螺
旋
モ
デ
ル
と
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果

上
記
の
よ
う
な
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
人
権

レ
ジ
ー
ム
が
'
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
を
引
き
起
こ
す
過
程
は
t

R
i
s
s
e
,
R
o
p
p
,
S
i
k
k
i
n
k
ら
に
よ
っ
て
　
「
螺
旋
モ
デ
ル
」
　
や

「
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
」
　
と
し
て
理
論
化
さ
れ
て
い
る
　
(
表
・
図
も
参

(
2
)

照
さ
れ
た
い
)
0

第
一
段
階
で
は
'
人
権
侵
害
に
対
抗
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
国
外

で
形
成
さ
れ
始
め
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
'
抑
圧
が
起
き
て
い
る
国

家
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
'
人
権
侵
害
を
国
際
規
範
違
反
と

し
て
国
際
会
議
や
討
論
の
場
の
議
題
へ
入
れ
る
。
第
二
段
階
は
「
否

定
」
　
で
あ
る
。
違
反
国
に
対
す
る
公
的
関
心
が
国
際
的
に
高
ま
る
よ

う
努
力
が
払
わ
れ
る
一
方
へ
　
違
反
国
は
人
権
侵
害
の
指
摘
を
当
初
は

否
定
L
へ
国
際
社
会
の
介
入
を
内
政
干
渉
と
し
て
拒
否
す
る
。
興
味

深
い
事
に
'
違
反
国
が
人
権
概
念
自
体
を
あ
か
ら
さ
ま
に
拒
否
す
る

事
は
な
-
'
ほ
と
ん
ど
の
場
合
へ
人
権
よ
り
有
効
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
国
際
規
範
-
国
家
主
権
-
へ
言
及
す
る
形
で
介
入
を
否
定
す
る
。

こ
の
段
階
で
は
違
反
国
内
部
の
反
体
制
勢
力
は
脆
弱
な
た
め
へ
　
政
権

に
異
議
申
し
立
て
で
き
な
い
。
第
三
段
階
は
戦
略
的
妥
協
と
言
わ
れ

203



一橋論叢　第131巻　第2号　平成16年(2004年) 2月号(114)

土__虫」二1
tt 会 国 章 国 ■l社会 / .

n n * * * >A t .�" F> n

ォ -v iilFV サfi;w サ 'j ① 匝 司

lトラ ン スナ シ ョ ナル なl

② 匡 萄 匡 互 E 亘≡ 至1

人ォ ォ * * セナ d -Ⅰ は . < s 内 の 対 抗 的 公共 tl カ

n u n '.-X I故 .-・i n と ら柵 事 を 取待

の i^^ n E S s LitX ^ ^ W i な に
反 干 し

て人 一一の 有 効 否 定 す

え る

ち - 人 片 鎌 書 を 犯す 国 宝 に

圧力 を か け る

'. & 蝣 蝣 ・ 上 II 蝣< 予 +tj
Eg 宴 を 0 A す る

(詛・ ォ '; 方 寸 巾 蝣蝣"*

J L L 、人格 境 地 に従 事一

i M t m g o !

. 人 格 ネ ッ トワー ク へ の

" -社 苫双 向 カ

l多方 向的 ネ ッ トワー クに

よる圧 力

Eネ ッ トワ I タの h A をl

a " hL … -蝣V 'ォ (t

・H 1PH 1、♯ しい T 十十一 十

トラ ンス ナlシ ヨナルな ネ ォs

ツ トワー クへ の持 * 的 f . 人 格 に 関 して ■

朋 保

' a m 、I"1* * か け

. . しいⅠ 佃 サ; ・.*蝣ォ;・

一社 会的 デ ィス コI スで

古ォ 蝣 -・・蝣.

ォォ * * ・ォ

. が中 心的 位■ を 占める
n i、:t;* * - 一 L: T

El Ⅰ が可 ■的 ・B t * 廿

> is p ォ n 社 Ⅰ

t E, 巾 的 にォ ォ m * 化

蝣C tL M r わ た る* 一一
⑳ 拠 週 とヱ 左往 劃 S fS E

出典= Rl創始,T.,Ropp,S.C.,&Sikkiiik. [Ed8].[1999]

表:p.20、図:p.19

"msm嗣

匝:ブーメラン効璃

て
い
る
。
外
圧
が
存
続
へ
強
化
さ
れ
れ
ば
'
違
反
国
は
E
g
]
際
批
判
を

和
ら
げ
る
た
め
に
表
面
上
の
変
化
を
起
こ
す
。
国
内
の
抗
議
運
動
に

対
す
る
取
締
り
を
弱
め
る
パ
タ
ー
ン
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に

ょ
り
国
内
反
体
制
勢
力
は
'
政
府
へ
対
抗
す
る
政
治
運
動
を
起
こ
せ

る
だ
け
の
勇
気
と
場
を
得
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
で
人
権
は
'
違
反
国

と
国
内
の
反
対
勢
力
を
対
時
さ
せ
る
機
能
を
果
た
す
。
違
反
国
自
身

も
妥
協
し
て
し
ま
っ
た
以
上
へ
人
権
規
範
の
有
効
性
を
否
定
で
き
な

-
な
る
。
こ
う
し
て
違
反
国
政
府
は
'
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
国
内
反
対
勢
力
を
よ
り
深
刻
に
受
け
止
め
る
よ
う

に
な
り
'
自
ら
を
正
当
化
す
る
道
具
と
し
て
利
用
す
る
た
め
へ
対
話

を
始
め
る
。
次
の
第
四
段
階
は
「
規
範
的
立
場
」
だ
。
違
反
国
政
府

側
も
反
対
勢
力
も
'
互
い
の
行
動
の
説
明
や
批
判
に
際
し
、
人
権
規

範
へ
言
及
す
る
よ
う
に
な
る
。
違
反
国
が
仮
に
人
権
侵
害
を
続
け
て

い
た
と
し
て
も
'
規
範
の
有
効
性
へ
の
疑
問
の
余
地
は
な
く
な
っ
て

い
る
。
最
終
と
さ
れ
る
第
五
段
階
で
は
「
規
範
に
沿
っ
た
行
為
」
　
へ

と
達
し
、
違
反
国
で
人
権
規
範
が
遵
守
さ
れ
る
う
に
な
る
。
ま
た
へ

人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
国
家
の
抵
抗
勢
力
が
国
家
を
迂
回
し
へ
外

圧
を
狙
っ
て
直
接
他
国
の
協
力
者
に
援
助
を
求
め
る
場
合
へ
影
響
の

及
ぼ
し
方
が
「
ブ
ー
メ
ラ
ン
型
」
と
な
る
。
国
内
の
抵
抗
勢
力
は
'

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
支
援
組
織
へ
有
力
国
と
連
携
し
、
人
権
規
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範
を
破
る
自
国
に
対
し
て
圧
力
を
か
け
る
。
こ
う
し
て
国
家
の
民
主

化
と
共
に
市
民
社
会
自
体
も
-
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
し
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
に
'
市
民
社
会
が
人
権
レ
ジ
ー
ム
を
根
拠
と
す
る
事

で
'
内
政
干
渉
は
正
当
化
さ
れ
、
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
市
民
社
会

が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
す
る
過
程
が
民
主
化
と
結
び
付
け
て
理

論
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
積
極
的
側
面
が
強

調
さ
れ
て
お
り
、
国
民
国
家
暴
力
を
正
当
化
の
名
目
と
し
て
人
権
が

使
用
さ
れ
る
事
態
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
国
家
暴
力
の
正
当
化
と

い
う
変
数
を
入
れ
て
初
め
て
へ
　
そ
れ
ま
で
不
可
視
だ
っ
た
人
権
レ

ジ
ー
ム
が
抱
え
る
重
要
な
問
題
が
可
視
化
さ
れ
る
。

三
　
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
問
題
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市

民
社
会
へ
の
含
意

(ァ)

人
権
は
そ
の
概
念
の
普
遍
性
と
普
遍
的
な
通
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
訴

え
る
こ
と
で
'
市
民
社
会
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
活
動
を
可
能

に
し
て
き
た
。
し
か
し
人
権
を
名
目
と
す
る
戦
争
は
、
普
遍
性
を
根

拠
と
し
て
'
①
人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
背
景
や
歴
史
性
へ
地
域
の

(S)

差
異
が
不
可
視
に
さ
れ
る
事
へ
　
あ
る
い
は
意
図
的
に
考
慮
さ
れ
な
い

)
醐
刑事
へ
②
無
国
籍
者
(
タ
リ
バ
ー
ン
な
ど
国
籍
を
持
た
な
い
者
や
ビ

ン
‥
フ
-
デ
ィ
ン
な
ど
剥
奪
さ
れ
た
者
)
へ
　
犯
罪
者
　
(
フ
セ
イ
ン
な

ど
)
　
は
'
法
の
埼
外
へ
追
い
や
ら
れ
る
と
同
時
に
人
権
も
奪
わ
れ
る

＼

r

j

J

と
い
う
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
差
異
の
不
可
視
化
と
無
国
籍
者
に
対

(
3
)

し
人
権
が
規
範
と
し
て
機
能
し
な
い
二
つ
の
問
題
は
、
翻
っ
て
み
て
'

人
権
を
基
盤
と
す
る
市
民
社
会
に
'
ま
た
市
民
社
会
と
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
深
化
の
関
係
に
対
し
ど
の
よ
う
な
含
意
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
は
人
権
の
普
遍
性
を
主
張
す

る
こ
と
で
'
越
境
的
な
活
動
の
正
当
性
を
得
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た

が
'
こ
う
し
た
普
遍
性
を
基
盤
と
す
る
事
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
市
民
社
会
自
体
が
す
で
に
差
異
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
事
を
忘

却
さ
せ
は
し
ま
い
か
。
こ
れ
を
考
察
す
る
上
で
興
味
深
い
の
ほ
う
市

民
社
会
へ
参
加
不
可
能
な
側
か
ら
市
民
社
会
へ
の
参
加
の
諸
条
件
を

(&)

分
析
し
た
L
i
s
t
e
r
の
指
摘
で
あ
る
　
L
i
s
t
e
r
は
'
市
民
社
会
へ
参

加
し
、
政
治
活
動
を
行
う
事
を
積
極
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
(
a
c
-

t
i
v
e
 
c
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
)
　
と
呼
び
へ
　
こ
れ
を
不
可
能
に
す
る
社
会
的
状

況
と
し
て
資
源
の
貧
困
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
時
間
の
貧
困

(
t
i
m
e
 
p
o
v
e
r
t
y
)
や
　
可
　
動
　
性
　
の
　
収
　
奪
(
m
o
b
i
l
i
t
y

d
e
p
r
i
v
a
t
i
o
n
)
　
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
源
の
貧
困
が
起
き
る

要
因
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
へ
　
人
種
、
階
層
な

ど
に
よ
る
社
会
的
周
縁
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
中
で
増
加
し
っ
つ
あ
る
無
国
籍
状
態
に
置
か
れ
る
人
び
と

-
不
法
移
民
へ
亡
命
者
へ
難
民
I
の
よ
う
に
'
国
民
国
家
の
保
護
の
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埼
外
に
置
か
れ
る
事
に
よ
っ
て
も
起
き
る
。
こ
の
文
脈
で
考
え
れ
ば
'

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
は
資
源
の
貧
困
か
ら
自
由
な
人

び
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
事
に
な
る
。
参
与
不
可
能
な
人
々

は
'
参
与
可
能
な
人
び
と
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
し
て
'
例
え
ば

多
国
籍
企
業
に
「
搾
取
さ
れ
る
女
性
・
子
ど
も
」
や
「
仕
事
を
奪
わ

れ
る
労
働
者
」
　
な
ど
と
表
象
　
(
r
e
p
r
e
s
e
n
t
)
　
さ
れ
る
に
留
ま
る
。

こ
の
よ
う
に
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

化
さ
れ
'
人
種
化
さ
れ
、
さ
ら
に
国
民
国
家
の
保
護
を
通
じ
て
の
み

機
能
す
る
O
人
権
の
普
遍
性
を
謡
い
な
が
ら
も
へ
　
そ
の
実
へ
　
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
人
種
へ
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
へ
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム
へ
の
所
属
な

ど
に
よ
っ
て
バ
イ
ア
ス
が
か
け
ら
れ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
市
民
社
会
は
、
二
重
性
を
帯
び
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

人
権
が
無
国
籍
者
に
対
し
て
無
力
で
あ
る
点
に
関
し
て
さ
ら
に
い

え
ば
'
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
国
家
へ
の
帰
属
の
あ
り
方
が
多
様
化

す
る
現
在
へ
時
代
状
況
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
人

権
レ
ジ
ー
ム
が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
活
動
を
可
能
に
す
る
一
方

で
'
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
の
み
有
効
で
あ
る
事
は
'
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
が
国
民
国
家
に
支
え
ら
れ
た
存
在
で

あ
る
事
を
示
唆
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
が
内
包
す
る
へ
資
源
に
乏
し

い
人
々
と
無
国
籍
者
の
結
果
的
な
「
排
除
」
と
い
う
問
題
は
'
従
来

の
人
権
レ
ジ
ー
ム
・
市
民
社
会
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
議
論
で
は
触
れ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
人
権
を
武
器
と
し
た
市
民
社
会
の
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
発
展
は
'
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
深
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
市
民
社
会
自
体
が
「
排
除
」

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
へ
　
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
に
貢
献
し
て
き

た
と
い
う
意
味
を
'
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

四
　
結
論
と
今
後
の
展
望
　
-
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
　
-

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
が
'
人
権
レ
ジ
ー
ム
に
よ
っ

て
国
家
の
民
主
化
へ
貢
献
し
て
き
た
事
は
否
め
な
い
。
し
か
し
人
権

レ
ジ
ー
ム
が
内
包
す
る
問
題
で
あ
る
「
排
除
」
　
の
観
点
に
立
つ
と
'

国
家
の
民
主
化
へ
国
家
-
市
民
社
会
の
民
主
化
と
社
会
に
お
け
る
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
が
異
な
る
位
相
に
属
す
る
事
が
よ
り
明
確
に
な

る
。経

済
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
新
自
由
主
義
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
今

日
的
文
脈
を
考
え
る
な
ら
ば
へ
国
家
の
民
主
化
へ
国
家
-
市
民
社
会

間
の
民
主
化
と
同
時
に
社
会
1
周
縁
化
さ
れ
た
人
び
と
の
問
で
の
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
が
急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
'

206



(117)研究ノート

現
在
私
た
ち
は
'
民
主
主
義
国
家
と
言
わ
れ
る
政
府
が
グ
ロ
ー
バ
ル

(S)

化
の
政
治
経
済
の
ア
ク
タ
ー
と
な
り
、
「
国
民
」
　
の
権
利
よ
り
も
多

国
籍
企
業
の
権
利
を
優
先
・
保
護
す
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て

(S)

い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
国
家
が
多
孔
的
(
p
?

r
o
u
s
)
　
に
な
る
事
で
、
第
一
世
界
/
第
三
世
界
へ
北
/
南
の
社
会

的
状
況
が
必
ず
し
も
地
理
的
な
境
界
線
と
1
致
し
な
く
な
り
'
北
の

中
に
南
が
'
第
三
世
界
の
中
に
第
一
世
界
が
登
場
す
る
と
い
っ
た
よ

う
に
入
れ
子
状
態
に
な
り
'
そ
れ
ま
で
国
民
国
家
の
枠
内
で
行
わ
れ

て
い
た
排
除
/
包
摂
や
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で

(
」
)

再
編
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
市
民
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
人

び
と
は
へ
落
伍
者
へ
　
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
へ
犯
罪
者
な
ど
と
い
っ
た

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
'
国
家
や
市
民
社
会
の
取
締
り
や
監
視
の
対
象

(
2
9
)

と
な
り
へ
　
ま
す
ま
す
資
源
の
貧
困
に
苦
し
む
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時

代
に
あ
っ
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
を
目
指
す
な
ら
ば
へ
　
二
極
化
し

つ
つ
あ
る
社
会
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
こ
そ
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
フ
ガ
ン
へ
　
イ
ラ
ク
で
の
戦
争
に
対
す
る
反
戦
デ
モ
の
参
加
者
に

社
会
的
マ
イ
ノ
-
テ
ィ
が
占
め
る
割
合
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
先
進
諸
国
で
活
発
化
し

た
新
し
い
社
会
運
動
と
比
し
て
際
立
っ
て
異
な
る
。
新
し
い
社
会
運

動
は
'
女
性
(
第
二
派
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
)
　
や
ア
7
-
カ
系
(
公
民
権

運
動
)
　
な
ど
資
源
が
貧
困
だ
と
さ
れ
て
き
た
人
び
と
に
よ
る
組
織
化

さ
れ
た
抗
議
運
動
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
弱
経
つ
現
在
、
社
会

的
排
除
の
存
在
が
い
っ
そ
う
不
可
視
化
さ
れ
て
い
る
事
を
'
イ
ラ
ク

戦
争
の
反
戦
デ
モ
は
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
ら
が
差

異
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
事
の
忘
却
は
'
人
権
の
　
「
普
遍
性
」
を
根

拠
に
展
開
す
る
が
ゆ
え
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
の
陥

弄
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
'
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
　
「
排
除
」

の
観
点
に
立
っ
た
と
き
に
み
え
て
-
る
'
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

市
民
社
会
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
矛
盾
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
'
市
民
社
会
が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
活
動
す
る
基

盤
と
な
っ
て
い
る
「
普
遍
的
な
」
人
権
の
政
治
性
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
関

係
を
再
考
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
は
国
家
の
民

主
化
へ
　
国
家
-
市
民
社
会
の
民
主
化
の
点
で
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
市
民
社
会
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
過
小
評
価
す
る
も
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
へ
　
そ
の
一
定
の
役
割
を
十
分
に
認
識
し
っ
つ
も
ち
　
人
権

レ
ジ
ー
ム
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
場
合
に
可
視
化
さ
れ
る
'
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
に
対
す
る
矛
盾
を
指
摘
す
る
試
み
で
あ
る
。
国
家
へ
国
家
-

市
民
社
会
関
係
の
民
主
化
は
、
社
会
-
周
縁
化
さ
れ
た
人
々
の
問
に

お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
L
へ
　
ト
ラ
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ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
が
意
図
せ
ざ
る
形
で
あ
っ
た
と
し
て

も
排
除
の
上
に
成
立
し
て
い
る
事
の
免
罪
符
に
は
な
ら
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
新
し
い
包
摂
・
排
除
の
秩
序
や
国
家
暴
力
へ
対
抗
し
'

再
度
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
深
化
を
目
指
す
の
な
ら
ば
へ
　
新
自
由
主
義
に

よ
っ
て
不
可
視
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
排
除
の
構
造
を
可
視
化
さ
せ
、
市

民
社
会
の
構
成
自
体
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
で
は
不
可
視
な
も
の
を
可
視
化
さ
せ
る
契
機
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
別
に
し
て
考
察
し
た
い
。

(
-
)
　
本
稿
で
は
理
念
の
意
味
を
強
調
し
て
d
e
m
o
c
r
a
c
y
に
言
及
す

る
場
合
に
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
、
制
度
的
側
面
を
強
調
す
る
場
合

に
は
　
「
民
主
主
義
」
　
と
区
別
す
る
　
(
参
考
　
千
葉
虞
　
[
2
0
0
0
]
　
『
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
書
店
)
。

(
2
)
　
政
治
的
役
割
に
関
し
て
へ
　
B
B
]
家
へ
の
信
頼
が
低
下
す
る
に
つ
れ
'

市
民
社
会
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
(
E
h
e
r
e
n
b
e
r
g
,
J
.

[
1
9
9
9
]
.
C
i
v
i
l
 
S
o
c
i
e
t
y
:
T
h
e
 
C
r
i
t
i
c
a
l
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
a
n
 
I
d
e
a
.

N
e
w
 
Y
o
r
k
&
L
o
n
d
o
n
:
N
e
w
 
Y
o
r
k
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.
;

Y

o

u

n

g

,

I

.

M

.

[

2

0

0

0

]

.

I

n

c

l

u

s

i

o

n

a

n

d

D

e

m

o

c

r

a

c

y

‥

O

x

f

o

r

d

‥

O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.
ヤ
ン
グ
白
身
は
国
家
と
分
離
し
た

形
で
の
市
民
社
会
に
は
否
定
的
)
。

(
3
)
一
八
世
紀
後
半
か
ら
存
在
し
た
越
境
的
な
運
動
は
、
現
在
で
は

戦
後
の
人
権
規
範
に
よ
り
異
な
る
様
相
を
帯
び
て
い
る
。
詳
細
は
後

述
。

(
^
)
　
W
a
l
z
e
r
,
M
.
[
1
9
9
5
]
,
T
h
e
 
C
o
n
c
e
p
t
 
o
f
 
C
i
v
i
l
 
S
o
c
i
e
t
y
.

I
n
W
a
l
z
e
r
.
M
.
[
E
d
.
]
.
T
o
w
a
r
d
a
G
l
o
b
a
l
C
i
v
i
l
S
o
c
i
e
t
y
,
(
p
p
.

7

-

2

7

)

.

O

x

f

o

r

d

‥

B

e

r

g

h

a

h

a

n

 

B

o

o

k

s

…

F

l

o

r

n

i

,

A

.

[

E

d

.

]

.

[
2
0
0
0
]
.
T
h
e
T
h
i
r
d
F
o
r
c
e
:
T
h
e
R
i
s
e
o
f
T
r
a
n
s
n
a
t
i
o
n
a
l
C
i
v
-

i
l
 
S
o
c
i
e
t
y
.
T
o
k
y
o
&
W
a
s
h
i
n
t
o
n
:
J
C
I
E
&
C
a
r
n
e
g
i
e
 
E
n
-

d
o
w
m
e
n
t
 
f
o
r
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
P
e
a
c
e
;
M
i
t
t
e
l
m
a
n
,
J
.
H
.

[
2
0
0
0
]
.
T
h
e
 
G
l
o
b
a
l
i
z
a
t
i
o
n
 
S
y
n
d
r
o
m
e
:
T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n

a
n
d
 
R
e
s
i
s
t
a
n
c
e
.
P
r
i
n
c
e
t
o
n
:
P
r
i
n
c
e
t
o
n
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s

な
ど
を
参
照
。
市
民
社
会
は
決
し
て
新
し
い
概
念
で
は
な
く
へ
　
こ
れ

ま
で
十
七
・
八
世
紀
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
へ
　
へ
-
ゲ
ル
に
よ
る

解
釈
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
　
M
i
t
t
e
l
m
a
n
に
よ
れ
ば
、
現
在

注
目
さ
れ
て
い
る
　
「
市
民
社
会
」
は
、
よ
り
グ
ラ
ム
シ
的
な
意
味
に

近
い
と
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)
　
「
人
権
」
を
根
拠
と
し
た
武
力
に
よ
る
人
道
的
介
入
に
つ
い
て

の
議
論
は
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
で
の
問
題
の
中
心
は
'

人
道
的
介
入
の
原
則
や
倫
理
的
基
準
を
ど
う
設
置
す
る
か
と
い
う
点

で
あ
り
、
人
権
レ
ジ
ー
ム
や
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
と

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
関
係
性
を
再
考
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
後
者
が

本
稿
の
目
的
で
あ
る
た
め
へ
　
人
道
的
介
入
を
め
ぐ
る
議
論
に
は
こ
こ

で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
t
 
N
G
O
な
ど
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市

20S
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民
社
会
に
よ
る
人
道
的
介
入
が
、
実
は
軍
事
的
介
入
の
呼
び
水
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
提
起
も
出
て
き
て
は
い
る
　
(
H
a
r
d
t
.
M
.

&
N
e
g
r
i
,
A
[
2
0
0
1
]
E
m
p
i
r
e
.
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
&
L
o
n
d
o
n
:

H
a
r
v
a
r
d
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
.
)
o

O)　Walzer,M.ibid.

(
t
-
)
　
F
l
o
r
i
n
i
,
A
.
L
e
s
s
o
n
s
 
L
e
a
r
n
e
d
.
I
n
 
A
.
F
l
o
r
i
n
i
　
[
E
d
.
]
.

i
b
i
d
,
(
p
p
.
2
1
1
-
2
4
0
)
.
や
勝
俣
誠
　
[
編
]
　
[
2
0
0
1
]
　
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
人
間
の
安
全
保
障
‥
行
動
す
る
市
民
社
会
』
　
(
日
本
経
済
評
論
社
)

な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

(
-
-
)
　
T
h
o
m
a
s
,
D
.
C
.
T
h
e
H
e
l
s
i
n
k
i
a
c
c
o
r
d
a
n
d
p
o
l
i
t
i
c
a
l
c
h
a
-

n
g
e
i
n
E
a
s
t
e
r
n
E
u
r
o
p
e
.
I
n
 
T
.
R
i
s
s
e
,
S
.
C
.
R
o
p
p
,
&
K
.
S
i
k
-

k
i
n
k
[
E
d
s
.
]
.
T
h
e
P
o
w
e
r
o
f
H
u
m
a
n
R
i
g
h
t
s
:
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

N
o
r
m
s
 
a
n
d
 
D
o
m
e
s
t
i
c
 
C
h
a
n
g
e
.
C
a
m
b
r
i
d
g
e
:
C
a
m
b
r
i
d
g
e

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
.

(
o
>
)
　
F
a
l
k
,
R
.
[
1
9
9
9
]
.
H
u
m
a
n
 
R
i
g
h
t
s
 
H
o
r
i
z
o
n
s
:
T
h
e
 
P
u
r
-

s
u
i
t
o
f
J
u
s
t
i
c
e
i
n
a
G
l
o
b
a
l
i
z
i
n
g
 
W
o
r
l
d
.
N
e
w
Y
o
r
k
&
L
o
n
-

d
o
n
:
R
o
u
t
l
e
d
g
e
.
p
.
2

(
2
)
　
A
T
T
A
C
編
[
2
0
0
1
]
　
『
反
グ
ロ
ー
バ
-
ゼ
-
シ
m
ン
民
衆
運

動
‥
ア
タ
ッ
ク
の
挑
戦
』
　
つ
げ
書
房
新
杜
(
杉
村
昌
昭
訳
)

(
S
)
　
F
a
l
k
,
R
.
[
1
9
9
3
]
.
T
h
e
M
a
k
i
n
g
o
f
G
l
o
b
a
l
C
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
.

I
n
 
J
.
B
r
e
c
h
e
r
,
J
.
B
.
C
h
i
l
d
s
,
&
J
.
C
u
t
l
e
r
　
[
E
d
s
.
]
.
G
l
o
b
a
l
 
V
i
-

s
i
o
n
s
:
B
e
y
o
n
d
t
h
e
N
e
w
 
W
o
r
l
d
O
r
d
e
r
(
p
p
.
3
9
-
5
0
)
.
B
o
s
t
o
n

‥

S

o

u

t

h

 

E

n

d

P

r

e

s

s

.

(
S
3
)
　
H
a
r
d
t
,
M
　
[
2
0
0
2
]
T
o
d
a
y
'
s
 
B
a
n
d
u
n
g
?
N
e
w
L
e
f
t
R
e
-

v

i

e

w

S

e

c

o

n

d

S

e

r

i

e

s

1

4

,

M

A

R

＼

A

P

R

.

1

1

2

-

1

1

8

.

(
2
)
　
人
権
概
念
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
は
、
現
在
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
市
民
社
会
の
形
成
と
の
関
連
で
人
権
に
触
れ
る
た
め
へ
　
古
典
時
代

か
ら
の
歴
史
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。

(
2
)
　
戦
前
は
、
労
働
運
動
の
成
果
と
し
て
'
-
J
O
　
(
国
際
労
働
機

関
)
　
が
人
権
保
障
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
　
(
萩
原
重
夫
　
『
(
世
界
人

権
宣
言
)
が
め
ざ
す
も
の
』
明
石
書
店
1
9
9
8
年
)
.

(
i
2
)
　
H
e
l
d
.
D
.
V
i
o
l
e
n
c
e
,
L
a
w
a
n
d
J
u
s
t
i
c
e
i
n
a
 
G
l
o
b
a
l
A
g
e
.

S
o
c
i
a
l
S
c
i
e
n
c
e
R
e
s
e
a
r
c
h
C
o
u
n
c
i
l
(
S
S
R
C
)
[
d
a
t
a
b
a
s
e
-
o
n
・

l
i
n
e
]
(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
s
r
c
.
o
r
g
/
s
e
p
t
l
l
/
e
s
s
a
y
s
/
h
e
l
d
.
h
t
m
)
)

(
2
)
　
F
l
o
r
i
n
i
,
A
.
i
b
i
d
.

(
」
)
　
第
l
回
世
界
人
権
会
議
は
'
世
界
人
権
宣
言
採
択
二
〇
周
年
を

記
念
し
て
一
九
六
八
年
に
テ
ヘ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

(
2
)
　
T
h
o
m
a
s
,
D
.
C
.
i
b
i
d
.

(
2
)
　
本
論
で
は
紙
面
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
事
例
を
挙
げ
て
説
明

は
し
な
い
が
、
ケ
ニ
ア
や
ウ
ガ
ン
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
へ

モ
ロ
ッ
コ
へ
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
　
チ
リ
へ
　
グ
ア
テ
マ
ラ

な
ど
複
数
の
事
例
研
究
が
進
ん
で
い
る
　
(
R
i
s
s
e
一
R
o
p
p
.
&
S
i
k
-

i
n
k
[
e
d
s
.
1
.
i
b
i
d
.
:
K
e
c
k
,
M
.
E
.
&
S
i
k
k
i
n
k
,
K
.
[
1
9
9
8
]
.
A
c
t
i
v
-
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i
s
t
s
 
b
e
y
o
n
d
 
B
o
r
d
e
r
s
:
A
d
v
o
c
a
c
y
 
N
e
t
w
o
r
k
s
 
i
n
 
l
n
t
e
r
n
a
-

t
i
o
n
a
l
 
P
o
l
i
t
i
c
s
.
I
t
h
a
c
a
　
&
　
L
o
n
d
o
n
:
C
o
r
n
e
l
l
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

Press.)"

(
8
)
　
人
権
の
　
「
普
遍
性
」
　
と
は
、
①
普
遍
的
な
視
点
の
確
保
及
び
②

普
遍
的
な
適
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
指
す
　
(
勝
俣
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代

と
E
E
I
際
人
権
法
の
歴
史
的
役
割
」
　
勝
俣
　
[
編
]
　
前
掲
書
所
収
)
。
①

に
つ
い
て
は
へ
　
人
権
が
西
洋
起
源
の
概
念
で
あ
る
こ
と
が
た
び
た
び

問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
世
界
人
権
会
議
や
世
界
女
性
会
議
で

は
'
強
調
す
る
人
権
が
地
域
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
合
意
さ
れ
て
い
な

い
事
が
明
白
に
な
っ
た
。
欧
米
で
は
平
等
・
非
差
別
・
公
民
的
権

利
・
政
治
的
権
利
を
'
ア
ジ
ア
へ
　
ア
フ
リ
カ
へ
　
ラ
テ
ン
ア
メ
-
カ
は

経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利
を
主
張
す
る
傾
向
に
あ
り
へ
　
い
わ

ゆ
る
積
極
的
自
由
を
保
障
す
る
権
利
を
め
ぐ
っ
て
は
差
異
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
る
　
(
H
o
w
a
r
d
,
J
.
A
.
,
&
　
A
l
l
e
n
,
C
.
[
E
d
s
L
.

[
1
9
9
6
]
.
R
e
f
l
e
c
t
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
F
o
u
r
t
h
 
W
o
r
l
d
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e

o
n
W
o
m
e
n
a
n
d
N
G
O
F
o
r
u
m
'
9
5
.
S
i
g
n
s
:
J
o
u
r
n
a
l
o
f
W
o
r
n
-

e
n
,
C
u
l
t
u
r
e
a
n
d
 
S
o
c
i
e
t
y
,
2
2
(
1
)
,
1
8
1
-
2
2
6
.
)
。
ま
た
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
に
よ
る
世
界
人
権
宣
言
へ
の
抗
議
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
も

宗
教
的
差
異
も
あ
る
。
同
じ
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
あ
っ
て
も
ち
　
近
代
化

を
目
指
し
中
産
階
級
形
成
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
参
入
を

画
策
す
る
エ
ジ
プ
ト
な
ど
で
は
'
人
権
に
好
意
的
な
形
に
法
を
変
更

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
(
I
e
n
a
t
i
e
f
f
,
M
.
H
u
m
a
n
R
i
g
h
t
s
a
s
P
o
l
1
-

t
i
c
s
 
a
n
d
l
d
o
l
a
t
r
y
.
P
r
i
n
c
e
t
o
n
:
P
r
i
n
c
e
t
o
n
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
-

s
s
.
)
。
さ
ら
に
　
「
ア
ジ
ア
的
価
値
」
　
か
ら
の
人
権
の
普
遍
性
へ
の
批

判
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
へ
消
極
的
自
由
の
観
点
か
ら
人

権
概
念
を
鍛
錬
す
る
こ
と
で
、
再
度
人
権
を
普
遍
化
す
る
理
論
的
試

み
が
あ
る
。
人
が
生
存
す
る
た
め
の
条
件
に
着
目
す
る
こ
と
か
ら
出

発
し
'
生
き
る
た
め
の
条
件
を
人
権
と
し
て
定
義
し
な
お
す
試
み
で

あ
る
　
(
I
g
n
a
t
i
e
f
f
,
T
u
r
n
e
r
,
S
h
k
l
a
r
な
ど
)
。
こ
の
立
場
は
生
存

の
条
件
へ
　
つ
ま
り
暴
力
か
ら
の
自
由
に
ま
つ
わ
る
権
利
を
人
権
と
し

て
再
定
義
す
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
冷
戦
時
代
の
国
家
に
よ
る
窓
意

的
な
人
道
的
介
入
・
非
介
入
へ
の
反
省
か
ら
、
介
入
の
基
準
を
設
定

す
る
べ
き
だ
と
議
論
さ
れ
て
い
る
。

(
S
3
)
　
人
権
侵
害
の
罪
は
歴
史
的
な
背
景
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
ア
フ
ガ
ン
の
女
性
に
と
っ
て
　
「
ヴ
ェ
ー

ル
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
も

何
が
人
権
侵
害
に
あ
た
る
か
決
定
す
る
こ
と
自
体
が
政
治
的
で
あ
る

こ
と
に
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ヴ
ェ
ー
ル
を
脱
ぐ
こ
と
や
女

性
が
お
酒
落
を
す
る
こ
と
が
「
女
性
解
放
」
と
解
釈
さ
れ
へ
対
タ
リ

バ
ー
ン
の
戦
争
が
正
当
化
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
法
が
中
立
的
な
も
の
で
は
な
-
、
そ
れ
白
身
「
政
治
的
」
な

も
の
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
へ
岡
野
八
代
『
法
の
政
治
学
‥
法
と
正

義
と
フ
ェ
-
ニ
ズ
ム
』
(
青
土
社
2
0
0
2
年
)
を
参
照
の
こ
と
.

ア
メ
リ
カ
が
敵
と
し
た
タ
リ
バ
ー
ン
が
'
実
は
冷
戦
時
代
の
ア
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メ
リ
カ
の
対
ソ
戦
略
の
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
へ
　
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ
ン

の
ア
メ
-
カ
へ
の
憎
悪
の
背
景
に
'
ア
メ
リ
カ
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

で
の
軍
事
的
展
開
が
あ
っ
た
事
は
'
戦
争
支
持
の
語
り
の
中
か
ら
落

ち
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
権
の
適
用
に
際
し
て
普
遍
的
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
働
-
こ
と
で
、
歴
史
性
を
隠
蔽
し
た
上
で
相
手
を
裁
-
事

が
可
能
に
な
る
。

キ
ュ
ー
バ
の
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
米
軍
基
地
に
収
容
さ
れ
た
ア
ル
カ

イ
ー
ダ
兵
士
の
処
遇
に
対
し
て
　
「
人
権
侵
害
だ
」
と
い
う
抗
議
が

あ
っ
た
が
'
ア
メ
リ
カ
の
答
え
は
'
タ
リ
バ
ー
ン
は
無
E
B
]
籍
者
で
あ

る
た
め
へ
　
捕
虜
の
扱
い
を
取
り
決
め
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
は
適
用
さ

れ
な
い
t
　
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

(
3
)
　
人
権
レ
ジ
ー
ム
が
無
国
籍
者
に
対
し
て
無
力
で
あ
る
事
は
二
つ

の
意
味
を
持
つ
。
一
つ
は
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
'
無
国
籍
者
か
ら

人
権
を
剥
奪
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
し
て
い
え

ば
'
無
国
籍
者
や
犯
罪
者
は
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
埼
外
に
い
る
た
め
へ

人
権
を
遵
守
せ
ね
ば
な
ら
な
い
規
範
か
ら
自
由
で
あ
る
事
を
意
味
す

る
ー
m
i
家
に
よ
る
人
権
侵
害
が
減
少
傾
向
に
あ
る
1
方
で
テ
ロ
や
ゲ

-
ラ
な
ど
非
国
家
的
ア
ク
タ
I
に
よ
る
件
数
増
加
し
て
い
る
事
　
(
ア

ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
統
計
に
よ
る
F
l
o
r
i
n
i
,

i
b
i
d
)
　
は
'
こ
れ
を
例
証
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
へ
　
非
国

家
的
ア
ク
タ
I
に
よ
る
人
権
侵
害
と
い
う
視
点
も
'
R
o
p
p
,
K
e
c
k
,

S
i
k
k
i
n
k
の
モ
デ
ル
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

(
S
)
　
L
i
s
t
e
r
,
R
.
[
1
9
9
7
1
.
C
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
:
F
e
m
i
n
i
s
t
 
P
e
r
s
p
e
c
-

f
i
v
e
s
.
N
e
w
Y
o
r
k
:
N
e
w
Y
o
r
k
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
.

(

2

)

　

サ

ッ

セ

ン

、

S

.

[

1

9

9

6

⊥

9

9

9

]

　

『

グ

ロ

ー

バ

-

ゼ

I

シ

ョ

ン

の

時
代
』
(
平
凡
社
、
伊
預
谷
登
士
翁
訳
)
　
の
議
論
を
参
照
o

(
」
)
　
だ
か
ら
こ
そ
へ
　
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動
は
、
W
T
O
が
一
翼

を
担
う
新
自
由
主
義
政
策
や
多
国
籍
企
業
の
活
動
に
よ
っ
て
奪
わ
れ

て
い
く
諸
権
利
(
福
祉
の
権
利
へ
労
働
者
の
権
利
、
児
童
の
権
利
、

女
性
の
権
利
へ
動
物
の
権
利
へ
自
然
の
権
利
な
ど
)
　
の
回
復
を
求
め

る
運
動
と
し
て
理
解
で
き
る
　
(
佐
久
間
智
子
　
[
2
0
0
0
]
　
「
包
囲
さ
れ

る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
　
世
界
二
月
号
、
岩
波
書
店
)
。
こ
の
点
で
、

反
グ
ロ
ー
バ
-
ズ
ム
運
動
は
国
家
-
市
民
社
会
関
係
に
お
け
る
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
深
化
を
意
図
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
ア
ン

ダ
ー
ク
ラ
ス
や
無
国
籍
者
を
含
め
た
社
会
内
部
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

深
化
と
い
う
点
は
、
国
家
-
市
民
社
会
関
係
ほ
ど
明
確
に
問
題
視
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
S
)
　
I
s
i
n
,
E
.
F
.
[
2
0
0
0
]
.
D
e
m
o
c
r
a
d
y
.
c
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
 
a
n
d
 
t
h
e

c
i
t
y
.
I
n
l
s
i
n
,
E
.
F
.
[
E
d
.
]
.
D
e
m
o
c
r
a
c
y
,
C
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
a
n
d
t
h
e

G
l
o
b
a
l
 
C
i
t
y
.
L
o
n
d
o
n
:
R
o
u
t
l
e
d
g
e
;
H
o
o
g
v
e
l
t
,
A
.
[
1
9
9
7
]

G
l
o
b
a
l
i
z
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
t
h
e
 
P
o
s
t
c
o
l
o
n
i
a
l
 
W
o
r
l
d
:
T
h
e
 
N
e
w
 
P
o
-

1

i

t

i

c

a

l

 

E

c

o

n

o

m

y

 

o

f

D

e

v

e

l

o

p

m

e

n

t

.

B

a

l

t

i

m

o

r

e

‥

T

h

e

 

J

o

h

n

H
o
p
k
i
n
s
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
;
H
e
l
d
,
D
.
e
t
a
l
[
E
d
.
]
.
[
1
9
9
9
]
.

G
l
o
b
a
l
 
T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
s
:
P
o
l
i
t
i
c
s
,
E
c
o
n
o
m
i
c
s
 
a
n
d
 
C
u
1
-
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t
u
r
e
.
S
t
a
n
f
o
r
d
:
S
t
a
n
f
o
r
d
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
な
ど
の
議
論
を

-r-'脳(J

(
8
)
　
賓
藤
純
I
　
[
2
0
0
1
]
　
「
社
会
の
分
断
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
再
編
」

(
『
思
想
』
第
九
二
五
号
所
収
岩
波
書
店
)
　
は
'
新
自
由
主
義
政
策
に

よ
っ
て
「
差
異
」
　
に
そ
っ
て
新
た
な
社
会
的
分
断
が
形
成
さ
れ
'

「
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
」
「
B
チ
ー
ム
」
な
ど
と
ス
テ
ィ
グ
マ
化
さ
れ
た

呼
称
で
呼
ば
れ
る
人
々
の
監
視
・
隔
離
が
半
ば
公
認
さ
れ
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
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